
藤岡市 アクションプラン 中期計画　目標年次　令和14年

整備区域図

整備計画
①整備スケジュール

②目標値、目標指標
短期計画（令和8年）

③目標値、目標指標
アクションプラン（令和14年）

551 551

早期概成手法

　汚水処理施設のうち、下水道の整備予定区域
においては、今後の下水道経営を見据え、人口
密度の低い市街化調整区域は既整備区域を除
き個別合併処理浄化槽区域に変更し、集合処
理区域の適正化を図りました。縮小後の未整備
区域は、個別処理（合併処理浄化槽）の転換促
進により水洗化の向上を図っていきます。
単独処理浄化槽およびし尿処理から個別処理
（合併処理浄化槽）への転換促進のため、浄化
槽処理促進区域に指定し、補助率の嵩上げを
行うとともに、宅内配管補助においては、国庫
補助金に加え、市独自で上乗せ補助を行い、令
和3年11月末までに約200基の転換促進を図っ
ており、継続して実施していく方向です。

備考
（早期概成手法の内容）

令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

計画区分 事業 事業内容

1 2 3 4 5 6

令和9年 令和10年 令和11年 令和12年 令和13年 令和14年

7 8 9 10 11

令和８年　短期計画 令和１４年中期計画（アクションプラン）

農集排

下水道 未整備地域の整備

浄化槽市町村整備推進事業

浄化槽設置整備事業

共通

期間短縮手法による整備の実施

施設整備

下水道および合併処理浄化槽への転換促進

クイックプロジェクトで一般化された技術の採用

浄化槽

年間維持管理費（百万円/年）

備考
（早期概成手法の内容）個人

設置型
市町村
設置型

整備手法
整備人口（人） 43,918 20,201 23,269

全体 公共下水道
集落排水
施設

浄化槽
その他

448 　下水道未整備区域における整備事業の推進
を図っていきます。整備済区域においては、下
水道への切替の促進を行うとともに、整備完了
までに時間を要する未整備区域については、下
水道整備については、クイックプロジェクトの導
入（小型マンホールの整備、曲管等の使用によ
るマンホールの省略など）により、コスト縮減と
整備スピードの向上を図っていきます。総建設
事業費は、藤岡市の財政に影響する公共下水
道の新規整備分のみを見込み、個人設置型の
事業費は見込まないこととした。

整備面積（集合処理分）(ha)

実行メニュー
（早期概成）

目標値 汚水処理人口普及率(%) 79.0

概算
事業費

総建設事業費(百万円) 23,082 11,557 11,320 205

118 109 9

実施メニュー

期間短縮手法による整備の実施 〇

整備人口１人当たりの建設費用（千円/人） 526 572 486 458

下水道および合併処理浄化槽への転換促進 〇 〇

〇クイックプロジェクトで一般化された技術の採用

全体 公共下水道
集落排水
施設

浄化槽
その他 早期概成手法

個人
設置型

市町村
設置型

整備手法
整備人口（人） 43,759 19,789 23,509 461

整備面積（集合処理分）(ha) 535 535

212

目標値
汚水処理人口普及率(%) 73.5 33.3 39.5 0.8

【参考】前回汚水処理計画値(R8年度）(%) 92.2%

下水道および合併処理浄化槽への転換促進 〇 〇

概算事業費 総建設事業費(百万円) 20,705 11,054 9,439

実施メニュー

期間短縮手法による整備の実施 〇

クイックプロジェクトで一般化された技術の採用 〇

出展：電子地図25000（国土地理院）を加工して作成

藤岡市



藤岡市 長期計画　目標年次　（整備完了時（R22））

整備区域図

整備計画

①長期的な整備・運営管理内容

②スケジュール

③目標値、目標指標
長期的な整備・運営管理

URL記入欄

令和8年 令和14年 令和22年 令和27年

下水道の接続率向上による収入の確保 〇実施メニュー

期間短縮手法による整備の実施 〇

転換促進のための啓発活動の実施 〇

年間維持管理費（百万円/年） 149 140 9

〇

13,092

50,069 24,420

概算
事業費

総建設事業費(百万円) 28,597 15,308

その他
個人
設置型

197

ベンチマーク
（指標）

市町村
設置型

0.9汚水処理人口普及率（％） 100.0 48.8 50.4

整備手法
整備人口（人）

全体 公共下水道
集落排水
施設

浄化槽

実行メニュー
（運営管理）

共通

期間短縮手法による整備の実施

下水道の接続率の向上による収入の確保

整備面積（集合処理分）(ha) 704 704

25,214 435

転換促進のための啓発活動の実施

令和32年

25

課題１ 土地区画整理事業内の下水道整備について、下水道事業単独での整備が難しい状況にある。

課題２ 当初敷設した下水道管が30年以上経過し、これから老朽管の更新の費用も発生することから、未普及解消の予算確保が難しくなる。

課題３ 過疎地域を含む山間地域の高齢者世帯の住宅の水洗化が難しい。

30
計画区分 事業 事業内容

15 20

出展：電子地図25000（国土地理院）を加工して作成

藤岡市


